
別紙様式２「学びに向かう学校」づくりに向けての取組 日田市立北部中学校
【発表の見所やポイント】

１ 共に学び合う集団づくりをめざした生徒会活動の活性化
（１）「授業評価クラスマッチ」の実施

→挙手発表・授業を受ける姿勢などの改善をはかる

（２）「ノーチャイムweek！」の実施

→次にやるべきことを意識しながら行動する

（３）「自分たちで守るネットのルール」の確認・調査・実施

→安心して家庭学習に取り組める環境づくり

→ネット利用時間を減らして学習時間を確保

（４）各学年による学びに向かう授業像の設定

→主体的に学ぶ雰囲気づくり（学年ごとに設定）

（５）「ボランティア清掃」「美化コンクール」の実施

→協働による集団意識の向上,学びに向かう環境づくり

２ 考えを表現する力・自治力を高める短学活の取組
（１）「一人一週間一発言」できるメニューづくり

①ルーム長、教科委員による１日の振り返りの発表

②３０秒スピーチの実施と感想発表

（２）班活動の充実による小集団の活性化

①班での生活面や授業の振り返り

②伝える態度・聞く態度を大切にした関係づくり

（３）全クラスの正・副ルーム長、執行部、全教員が参加する

短学活研の実施,生徒による事後研の実施

【ネットルール７箇条】
①利用時間は平日１時間以内、休日は３時間以
内。
②他者とのやりとり(SNS、オンラインゲーム)は２
１時まで。
③その他の利用(Youtubeなど)は２２時まで。
④学校には持っていかない。
⑤個人が特定される書き込みや投稿はしない。
⑥悪口を書き込んだり、チェーンメールを回した
りしない。
⑦保護者とのルールも守る。

現状の調査、取り組み結果を
ICTや模造紙などを活用し視
覚化した生徒集会の工夫


